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　新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た

輝
か
し
い
平
成
三
十
年
の
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
は
、
陛
下
御
即
位
三
〇
年
の
記
念
す
べ
き
年
と
共
に
、
平
成
の

元
号
最
後
の
一
年
間
と
な
り
、
あ
わ
せ
て
明
治
維
新
一
五
〇
年
の
大
き
な
節
目

の
一
年
と
も
な
り
ま
す
。
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り
い
っ
そ
う
飛
躍

の
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
今
年
の
正
月
三
が
日
に
は
、
多
く
の
皆
様
が
初
詣
に
お
出
か
け
に
な

ら
れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
中
に
は
、「
竹
島
さ
ん
」
こ
と
八
百
富
神
社
へ
参

詣
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
昨
年
末
か
ら
こ
の
竹
島
の
景

観
に
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
お
気

づ
き
に
な
ら
れ
た
で
し
ょ
う
か
…
。

　実
は
、
昨
年
十
一
月
五
日
に
、
地

元
の
青
年
団
「
府
相
六
竹
会
」
の

皆
さ
ん
が
、
景
勝
地
竹
島
の
新
た

な
冬
の
風
物
詩
に
な
れ
ば
と
、
蒲

郡
観
光
協
会
は
じ
め
八
百
富
神
社
、

関
係
機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
橋
の
手
前
の
篠
田
遥
拝

所
境
内
か
ら
沿
道
に
あ
る
黒
松
約

五
〇
本
に
菰
巻
き
を
行
い
ま
し
た
。

　府
相
六
竹
会
は
、
昭
和
四
十
六
年
に
町
内
青
年
の
親
睦
会
と
し
て
発
足
し
、

会
員
相
互
の
交
流
と
地
域
貢
献
事
業
を
旨
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
に
は
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
と
し
て
い
ち
早
く
ラ
ジ
オ
体
操
の
普
及

活
動
に
取
り
組
み
、
昭
和
五
十
二
年
に
行
っ
た
「
元
旦
ラ
ジ
オ
体
操
」
は
、
蒲

郡
市
ラ
ジ
オ
体
操
連
盟
に
引
き
継
が
れ
今
年
で
四
十
二
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
海
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
町
お
こ
し
事
業
と
し
て
「
い
か
だ
レ
ー
ス
大

会
」
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　近
年
で
は
、
会
員
の
減
少
も
あ
っ
て
、
以
前
ほ
ど
の
大
掛
か
り
な
事
業
は
な

か
な
か
で
き
な
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
し
で
も
地
域
に
役
立
つ
こ
と
が

出
来
れ
ば
と
思
い
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
菰
巻
き
を
行
っ
た
松
の
中
に
は
、
幹
回
り
が
三
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
も
の

が
二
本
あ
り
、
一
体
ど
れ
程
の
歳
月
、
竹
島
と
共
に
白
砂
青
松
の
景
勝
地
を
築

き
な
が
ら
、
こ
の
街
を
守
り
続
け
て
き
た
も
の
か
と
思
い
馳
せ
る
も
の
で
あ
り

ま
し
た
。

　昨
年
二
月
に
、
世
界
文
化
遺
産
・
富
士
山
の
構
成
資
産
で
あ
る
三
保
の
松
原

の
折
れ
た
巨
木
「
龍
の
松
」
が
、
直
径
約
一
メ
ー
ト
ル
で
樹
齢
二
六
〇
年
と
の

報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
、
世
界
文
化
遺
産
と
は
言
わ
な

い
ま
で
も
、
竹
島
と
景
観
を
一
つ
に
す
る
こ
の
無
名
の
松
た
ち
を
大
切
に
保
存

し
、
守
り
続
け
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
思
い
を
新
た
に
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　折
し
も
、
観
光
地
竹
島
界
隈
で
は
、
水
族
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
ベ
イ
パ
ー

ク
竹
島
駐
車
場
の
舗
装
整
備
が
さ
れ
、
俊
成
苑
で
は
、
四
月
に
開
園
十
周
年
を

記
念
し
た
薪
能
の
開
催
が
予
定
さ
れ
、
市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
市
も
企
画
さ
れ

る
な
ど
賑
や
か
で
楽
し
み
な
イ
ベ
ン
ト
が
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
に
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
蒲
郡
の

観
光
・
文
化
・
景
勝
地
と
し
て
の
竹
島
を
み
ん
な
で
守
り
、
受
け
継
ぎ
、
つ
く

り
、
育
て
、
後
世
に
残
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

守
る
・
つ
く
る
・
育
て
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　前
蒲
郡
市
議
会
議
長

文
協
特
別
会
員

　喚よ
び

田た

孝
博
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第42回 愛知県文連美術展
平成29年９月27日㈬～10月１日㈰　愛知県美術館（蒲郡市文協関係）

夜の海　内田明美夜の海　内田明美

李
白
詩

　三浦
希
韶

李
白
詩

　三浦
希
韶 才才

武陵源半夏生　早川青堂武陵源半夏生　早川青堂ポインセチア　ポインセチア　古木　古木　

瀑布　田中草紫瀑布　田中草紫時を刻む花たち　時を刻む花たち　ユリ　近藤佐代子ユリ　近藤佐代子

三谷祭海中渡御　原　勝久三谷祭海中渡御　原　勝久半夏生　酒井みよ子半夏生　酒井みよ子市川勝代市川勝代

無心　無心　

近藤向華近藤向華

入 選 作 品

美術展賞

才才才才才才

県
教
委
賞

県
議
長
賞

奨
励
賞

ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　ポインセチア　古木　古木　古木　古木　古木　古木　古木　古木　古木　

ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　ユリ　近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子近藤佐代子

酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子酒井みよ子市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代市川勝代近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華近藤向華

無心　無心　無心　無心　無心　無心　無心　無心　無心　
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ふ
る
さ
と
文
化
財
（八）

三
谷
祭
と
山や

ま車

　三
谷
祭
の
由
来
は
元
禄
九
年

（
一
六
九
〇
）
に
庄
屋
佐
左
衛
門

が
夢
枕
で
海
中
渡
御
の
神
幸
祭
の

形
式
を
夢
見
た
の
が
始
ま
り
で
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

　西
ノ
宮
・
八
劔
神
社
（
日
本
武

尊
）
は
東
ノ
宮
・
若
宮
神
社
（
応

神
天
皇
）
の
招
待
を
受
け
て
四
台

の
山
車
を
先
導
し
若
宮
神
社
に
至

る
も
の
で
あ
る
。
特
に
四
台
の
山

車
が
海
中
渡
御
を
す
る
天
下
の
奇

祭
と
し
て
名
高
い
。
三
谷
祭
に
各

区
の
役
割
分
担
が
あ
る
。

松
区

　神
幸
の
儀
式

　
　
　く
ぐ
り
太
鼓
・
さ
さ
源
氏

東
区

　神
船
若
宮
丸
・
子
踊
り

上
区

　剣
の
山
車

　
　
　素
盞
鳴
の
舞
・
子
踊
り

西
区

　恵
比
寿
の
山
車
・
子
踊
り

　
　
　神
楽
の
舞
・
大
名
行
列

北
区

　三
蓋
傘
の
山
車

　
　
　七
福
神
踊
り
・
子
踊
り

中
区

　花
の
山
車

　
　
　連
獅
子
踊
り
・
子
踊
り

　山
車
運
行
の
順
番
は
、
毎
年
決

ま
っ
て
い
て
、
上
区
・
西
区
・
北

区
・
中
区
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

　山
車
の
四
台
は
昭
和
32
年
に
蒲

郡
市
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
神
船
若
宮
丸
は
昭
和
36
年
に
、

松
区
の
神
輿
は
昭
和
44
年
に
指
定

と
な
り
三
谷
祭
も
無
形
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
伊
勢
湾
台
風

以
後
海
中
渡
御
は
中
止
さ
れ
て
い

た
が
平
成
八
年
か
ら
再
開
さ
れ
て

伝
統
が
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

写
真

　遠
山
修
司

文

　
　林

　正
夫

Ｎ
Ｙ
に
響
くコカ

リ
ナ
の
音
色

コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ド
ル
フ
ィ
ン

代
表

　広
浜
洋
子

　音
楽
の
殿
堂
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
二
〇
一
七

年
十
一
月
十
二
日
㈰
に
初
演
奏
す

る
「
日
本
コ
カ
リ
ナ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
」
約
百
三
十
名
と
現
地
日
本
人

学
校
の
生
徒
と
教
員
約
百
二
十
名

と
共
に
「
命
」
を
テ
ー
マ
に
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
「
歓
喜
の
歌
」
な
ど

二
十
曲
を
演
奏
し
た
。

　東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
生
き

残
っ
た
「
奇
跡
の
一
本
松
」
か
ら

出
来
た
コ
カ
リ
ナ
や
新
国
立
競
技

場
の
建
設
の
た
め
に
伐
採
さ
れ
た

木
の
コ
カ
リ
ナ
を
使
用
し
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
の
ス
テ
ー
ジ
は
「
奇
跡

の
一
本
松
の
チ
ッ
プ
か
ら
出
来
た

布
」
で
ス
ト
ー
ル
や
ポ
ン
チ
ョ
を

作
り
衣
装
と
し
て
身
に
着
け
演
奏

し
た
。

　そ
の
前
日
、
グ
ラ
ン
ド
ゼ
ロ
へ

慰
霊
の
お
ま
い
り
を
し
て
き
た
。

誕
生
日
を
迎
え
た
石
碑
の
名
前
に

黄
色
の
バ
ラ
一
本
が
飾
っ
て
あ
っ

た
。　混

沌
と
す
る
世
界
情
勢
の
近
年

に
お
い
て
平
和
を
希
求
す
る
精
神

を
発
信
し
行
動
の
原
点
と
し
て
い

こ
う
と
の
思
い
が
あ
る
。

　音
楽
は
生
の
人
間
が
心
を
こ
め

て
演
奏
し
、
観
客
と
一
体
と
な
り

共
感
を
得
る
こ
と
が
あ
れ
ば
い
い
。

　音
楽
の
殿
堂
と
言
わ
れ
る
カ
ー

ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
は
伝
統
の
中
に
真

摯
に
音
楽
を
芸
術
と
し
て
高
め
る

努
力
を
絶
え
ず
し
て
コ
ン
サ
ー
ト

を
作
り
上
げ
て
い
る
。
音
楽
監
督

の
ト
ニ
ー
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
。

「
ホ
ー
ル
の
響
き
が
す
ご
く
良
く

て
お
客
さ
ん
も
盛
り
上
が
っ
て
く

れ
た
」
と
笑
顔
で
話
す
私
の
師
匠

の
黒
坂
さ
ん
に
も
感
謝
し
た
い
。

　二
〇
一
九
年
春
に
全
国
植
樹
祭

が
愛
知
県
尾
張
旭
市
で
行
わ
れ
る
。

コ
カ
リ
ナ
を
式
典
で
演
奏
す
る
日

も
近
い
。
大
会
テ
ー
マ
「
木
に
託

す

　も
り
・
ま
ち
・
人
の
あ
す
・

未
来
」
国
土
緑
化
運
動
の
中
心
的

行
事
で
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
る
。

初
心
者
の
た
め
の
文
協
講
座

講

　師

　大
塚

　幸
子

参
加
者

　17
名

講

　師

　広
浜

　洋
子

参
加
者

　14
名

ち
ぎ
り
絵
教
室

コ
カ
リ
ナ
教
室

6歳から80歳までの男女混合で
楽しい講座でした

４回講座で２つの作品を作り上げ、
市民文化祭に出品しました。
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市 民 文 化 祭
詩
吟
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

市
長
賞 

壁
谷

　
純
子

県
議
会
議
長
賞 

島
田
亜
由
美

県
文
協
連
合
会
賞 

田
中

　
章
子

市
議
会
議
長
賞 

松
山

　
武
弘

市
教
育
委
員
会
賞 

浅
井
喜
代
子

市
文
化
協
会
長
賞 

早
川

　
次
郎

開会式典　11月3日
アトラクション　子供バレエ

芸能発表会芸能発表会
11月4日

5日

筝曲演奏会筝曲演奏会
11月23日

洋楽発表会洋楽発表会
11月19日

中ホールにて
二日にわたる発表会であったが、舞踊・
吟剣詩舞・謡曲・民謡・雅楽・和太鼓・
大正琴等、バラエティーにとみそれぞ
れ工夫をこらした内容となっていた。

今回から洋楽は大ホールでの開催となり、
大勢の参加者にのびのびと発表していた
だくことができた。
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菊
花
展
受
賞
者

県
議
会
議
長
賞 

樋
山

　
利
枝

県
教
育
委
員
会
賞 

金
沢
三
千
代

県
文
連
賞 

河
井

　
宏
幸

市
長
賞 
福
井

　
敬
子

市
議
会
議
長
賞 
加
藤
ト
シ
子

農
業
協
同
組
合
賞 

飛
田

　
正
季

商
工
会
議
所
会
頭
賞 

小
林

　
春
枝

中
日
新
聞
社
賞 

西
浦
中
学
校

市
教
育
委
員
会
賞 

村
松

　
捷
二

　
　
　
〃 

清
水

　
正
義

市
文
化
協
会
長
賞 

青
山

　
弘
美

　
　
　
〃 

内
田

　
光
大

書道・工芸展書道・工芸展
11月3日～ 5日

皐月盆栽展・水石展皐月盆栽展・水石展
11月18日・19日

東ホールにて
書道126点、工芸144点、華道66点が展示され、またお花の
会場ではお抹茶の接待もあり、両会場とも800人を超す参観
者で賑わった。

皐月盆栽（大会議室）63点、
水石（中会議室）30点がバランスよく展示され
それぞれ400人近い参観者があった。

華道展華道展
11月18日・19日

市民茶会市民茶会

表千家　三興庵
　裏千家　大会議室
　　煎　茶　中会議室

11月5日
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短
歌
投
稿
者

　
　
　
44
名

　
　

俳
句
投
稿
者

　
一
般
83
名

　
学
生
46
名

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

短
歌
会
入
賞
者

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
吉
見

　
宏

　
落
し
水
い
つ
に
せ
ん
か
と
垂
る
る
穂
の
一
粒
取
り
て
実
り
確
か
む

県
文
化
協
会
連
合
会
賞

　
　
嶋
田

　
稔

　
存
へ
し
敗
残
兵
の
わ
が
兄
は
靖
国
へ
行
く
哭
く
だ
け
に
行
く

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
三
田

　
美
奈
子

　
電
話
す
る
勇
気
が
で
な
い
消
息
を
気
遣
ひ
に
つ
つ
髪
き
り
に
ゆ
く

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
　
鈴
木

　
志
満
江

　
医
師
た
り
し
白
衣
の
遺
影
わ
が
婿
を
家
族
葬
に
て
静
か
に
送
る

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
橋
本

　
満
寿
代

　
高
次
脳
機
能
障
害
あ
る
夫
花
の
水
や
り
日
課
と
な
り
ぬ

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
　
山
﨑

　
俊
子

　
洗
剤
の
香
り
残
り
し
白
き
シ
ー
ツ
孫
に
添
ひ
寝
の
盆
の
こ
の
夜

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　
稲
吉

　
友
江

九
十
年
生
き
来
し
母
の
大
き
な
手
黒
く
て
ご
つ
く
て
さ
れ
ど
好
き
な
手

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
　
加
藤

　
芙
美
代

　
朝
の
日
の
差
し
く
る
畑
に
わ
が
長
き
影
あ
ざ
や
か
に
井
戸
水
を
汲
む

佳
作

　
石
田

　
文
子

　
　
中
村

　
文
子

　
　
小
野
田
初
枝

　
　
鈴
木

　
憲
治

　
本
多

　
礼
子

　
　
鈴
木
美
耶
子

　
　
吉
見

　
幸
子

　
　
太
田

　
文
子

　
俳
句
会
募
集
句【
学
生
の
部
】

市
長
賞

　
　
　
　
　
上
村

　
幸
聖

　
こ
ま
犬
が
秋
の
こ
も
れ
陽
あ
び
て
い
る

市
議
会
議
長
賞

　
　
角
田

　
ゆ
い

　
こ
ま
犬
に
ふ
れ
て
残
暑
の
中
に
い
る

市
教
育
委
員
会
賞

　
尾
﨑

　
萌
花

　
台
風
が
み
ん
な
の
自
然
を
う
ば
っ
て
く

市
文
化
協
会
長

　
　
三
浦

　
愛
佳

　
力
つ
き
落
葉
が
そ
っ
と
お
り
て
く
る

俳
句
会
入
賞
者【
募
集
句
の
部
】

県
文
化
協
会
連
合
会
賞

　
内
田

　
陽
子

　
少
年
の
倒
立
十
歩
秋
高
し

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
稲
吉

　
園
江

　
庭
師
き
て
爽
や
か
に
空
拡
げ
ゆ
く

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
小
田

　
紀
美
子

　
故
郷
の
駅
は
無
人
に
鰯
雲

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
嶋
田

　
由
美
子

　
敗
戦
忌
地
下
道
を
来
る
ハ
イ
ヒ
ー
ル

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
安
野

　
悦
子

　
歳
い
つ
も
若
く
言
う
母
敬
老
日

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
犬
飼

　
ヨ
シ
エ

　
草
虱
つ
け
て
仲
よ
し
こ
よ
し
か
な

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
吉
見

　
ス
ミ

　
語
ら
ね
ば
忘
る
る
戦
夏
の
月

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
渡
辺

　
み
つ
子

　
恵
介
の
母
恋
ふ
歌
碑
や
小
鳥
来
る

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
杉
浦

　
夏
子

　
大
き
め
に
握
っ
て
頰
ば
る
今
年
米

高
点
賞

　
　
　
　
　
　
　
牧
野

　
多
江
子

　
屋
根
神
の
榊
つ
や
や
か
鵙
日
和

俳
句
会
入
賞
者【
当
日
句
の
部
】

県
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
内
田

　
陽
子

　
器
量
よ
き
お
か
め
を
選
び
熊
手
買
ふ

市
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
星
野

　
ぎ
ん

　
八
十
路
坂
事
な
く
超
え
て
と
ろ
ろ
汁

市
議
会
議
長
賞

　
　
　
　
服
部

　
孝
子

　
龍
神
の
松
ヶ
枝
照
ら
す
望
の
月

市
教
育
委
員
会
賞

　
　
　
河
井

　
文
宏

　
余
生
な
ど
あ
ろ
う
は
ず
無
し
み
か
ん
切
る

市
文
化
協
会
長
賞

　
　
　
市
川

　
和
子

　
鮎
落
ち
て
峠
の
茶
屋
の
店
じ
ま
ひ

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
加
藤

　
教
市

　
朽
ち
舟
を
波
の
い
た
ぶ
る
冬
の
磯

中
日
新
聞
社
賞

　
　
　
　
長
坂

　
將
代

　
快
方
の
夫
に
小
春
の
窓
明
か
り

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
市
川

　
美
智
子

　
這
ひ
這
ひ
の
赤
子
囲
め
る
縁
小
春

蒲
郡
新
聞
社
賞

　
　
　
　
三
浦

　
く
に
代

　
魚
籠
の
鯊
う
わ
目
遣
い
に
睨
み
け
り
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　十
一
月
十
五
日
㈬

　今
回
の
文
化
財
め
ぐ
り
は
「
源

氏
物
語
」
の
ゆ
か
り
の
地
「
清
凉

寺
」・「
野
宮
神
社
」・「
廬
山
寺
」

を
訪
れ
る
一
日
で
あ
る
。

　朝
七
時
、
六
十
三
名
に
て
市
民

会
館
を
出
発
。
新
名
神
高
速
道
路

で
起
き
た
事
故
の
影
響
で
予
定
よ

り
一
時
間
遅
れ
で
清
凉
寺
に
到
着
。

京
都
美
術
館
の
国
宝
展
に
ご
出
張

さ
れ
て
い
た
御
本
尊
「
釈
迦
如
来

像
」
も
お
戻
り
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
御
前
で
お
寺
の
起
源
な
ど
の

説
明
を
聞
い
た
。「
釈
迦
如
来
像
」

は
清
凉
寺
式
釈
迦
如
来
と
い
い
、

頭
は
螺
髪
で
は
な
く
編
み
上
げ
た

縄
状
の
髪
を
巻
き
上
げ
、
通
肩
と

呼
ば
れ
る
衣
文
線
の
美
し
い
衣
を

お
召
し
に
な
ら
れ
て
い
る
。
霊
宝

館
に
は
光
源
氏
の
モ
デ
ル
と
さ
れ

る
源
融
（
み
な
も
と
の
と
お
る
）

が
造
ら
せ
た
阿
弥
陀
三
尊
座
像
の

他
に
文
殊
・
普
賢
菩
薩
像
、
兜
跋

毘
沙
門
天
像
、
四
天
王
像
な
ど
が

安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
阿
弥
陀

仏
は
「
光
源
氏
写
し
顔
」
と
言
わ

れ
る
だ
け
に
誠
に
美
し
い
お
顔
お

姿
の
像
で
あ
る
。
書
籍
な
ど
で
は

紹
介
さ
れ
て
い
な
い
像
な
の
で
拝

観
出
来
た
の
は
幸
運
で
あ
っ
た
。

　野
宮
神
社
は
源
氏
物
語「
賢
木
」

の
舞
台
で
「
黒
木
の
鳥
居
」
と
い

う
櫟
の
原
木
の
鳥
居
と
小
柴
垣
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
お
宮
だ
が
、
縁

結
び
の
神
様
で
あ
る
の
と
、
お
宮

か
ら
有
名
な
「
竹
の
小
径
」
が
続

く
の
で
平
日
と
は
思
え
な
い
ほ
ど

の
賑
わ
い
だ
っ
た
。

　廬
山
寺
は
紫
式
部
が
「
源
氏
物

語
」
を
執
筆
し
た
邸
宅
址
に
建

て
ら
れ
た
天
台
宗
の
お
寺
で
あ

る
。「
源
氏
物
語
執
筆
の
地
」
と

宣
伝
さ
れ
て
い
る
の
で
「
執
筆
の

間
は
ど
こ
か
？
」
と
観
光
客
に
よ

く
尋
ね
ら
れ
る
が
、
そ
う
い
っ
た

邸
宅
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
と
の

こ
と
。
し
か
し
、
紫
式
部
ゆ
か
り

の
地
ら
し
く
「
源
氏
庭
」
と
名
付

け
ら
れ
た
白
砂
の
敷
か
れ
た
美

し
い
庭
が

あ
り
、
初

夏
か
ら
初

秋
ま
で
紫

色
の
桔
梗

や
竜
胆
が

静
か
に
花

開
く
と
い

う
。
文
化

財
め
ぐ
り

の
一
行
は
、
花
こ
そ
見
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
が
常
緑
の
松
や
苔

に
楓
な
ど
の
紅
葉
が
映
え
て
、
風

情
の
あ
る
庭
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
た
。

移
り
ゆ
く
世
の
中
常
に
見
つ
づ
け
し

仏
の
慈
悲
の
眼
差
し
変
わ
ら
ず

齋
藤
と
し
子

市 民 文 化 祭

絵画展絵画展
11月10日～12日

水墨画展水墨画展
11月3日～5日

写真展写真展
11月17日～19日

水墨画73点、絵画47点、写真54点が部会ごと
に廊下スペースを使ったり、花を飾ったりして
ゆったりと見やすいようレイアウトされ、のべ
千人以上の参観者があった。

文
化
財
め
ぐ
り
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お 　 知 　 ら 　 せ

図 書 館 の 催 し 物　（問合せ TEL69−3706）
写真展　よみがえる笑顔、カンボジアこれからの教育  1月13日㈯～28日㈰

企画展　わたしの思い出の「絵本」  2月  3日㈯～12日（月・祝）

土曜会墨彩画展  2月17日㈯～27日㈫

蒲郡切り絵同好会　第 13 回切り絵展  3月  1日㈭～  4日㈰

道路老朽化対策パネル展  3月  6日㈫～13日㈫

懐かしの漫画展  3月15日㈭～25日㈰
企画展　出島の町絵師・川原慶賀

～シーボルトの眼になった日本人～  3月28日㈬～4月13日㈮

博 物 館 の 催 し 物 　（問合せ TEL68−1881）
蒲郡っ子作品展  1月26日㈮～28日㈰

第 33 回写真集団「雲」作品展  2月22日㈭～25日㈰

人権作品展  3月  8日㈭～14日㈬

手織場展  3月16日㈮～18日㈰

和紙ちぎり絵展  3月24日㈯ ・ 25日㈰

アトリエぱぴえ作品展  4月  7日㈯ ・  8日㈰

松下土佐海蒸気機関車写真展  4月11日㈬～15日㈰

第 7 回 文 化 事 業
映画音楽＆歌声喫茶Ⅱ

月 例 茶 会

前売券 1,000円
 （18歳以下500円）

当日券 1,500円
 （18歳以下700円）

2月18日㈰　席主：桜木宗峯

3月11日㈰　席主：鈴木博翠

午前10時～午後3時

市民会館三興庵にて1席500円

2月18日㈰

市民会館大ホール
開場13：00　開演13：30

文協事務局又は市民会館窓口にて

《チケット発売中》


